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教育家ヱドヴィン.ヘノレンレの共産主義少
年運動論一一ヴァイマノレ期ドイツ共産主義少
年運動て¥の理論的・実践的諸提言 〈第一
部.共産主義公年運動の必然性・組織編)
t戎直孝山
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?? ?????グァイマル期ドイツ共産主義少年違とれまでに発表して来ている一連の諸論文①と共に、本稿は、
?
?
?
? ?
，
?
?、動研究の一環を成すものである。本稿の課題は、続稿・第二部「少年運動の活動編Jと共に、教育家
\1.~ 1 
つ膏.1.
ドイツ共産主義少年運動の創設者・指導的人エドグィン・ヘルンレ(1 8 8 8 -"1952 )、即ち、
， ，??、
? ?
?
??
?
? ， ?
?
?
? ?
?
』??
?
しかも第一等の人物であったヘ
ルンレの共産主義少年運動論を、換言すれば、主にグァイマノレ期ドイツ共産主義少年運動K向けられ
物達のひとりKして国際共産主義少年運動の指導的人物達のひとり、
• 
\~お そた彼の理論的・実践的諸提言を問題別K項目分類して把握し、それを通じて、両次大戦間K発生し発
展したドイツ並びに国際的左共産主義少年運動の理論的・実践的諸原則を確認するととである。 た Y
?
，????し、本稿では、主に、少年運動の必然性・組織等の問題にか hわる彼の提言に考察対象を絞り、少年
運動の活動面の問題K関する彼の提言Vてついては、続稿・第二部に譲っている。 ??????????
本稿及び続稿Uてないては、可能念限りヘルンレ自身の言葉を用いると言う手法を取るととを余儀念 ???
Cl 
エドグィン・ヘルンレが衆知の教育家と言うわけでも左けれくされた。即ち、今日の我固にないて、
?
??
??
?
?
?
?
ましてや彼の思想・理論が広く流布しているわけでもない。かて h加えて、今日、彼の著作を翻ば、
?
?
?』
?，?
、
???
『プロレタリア教育の根本問題J(五十嵐顕訳、明治図書)以外Kは不可能で訳で入手するととは、
1 9 6 0 年前後VLDDRVL~~いて復刻された彼の著作を入手するととも、今では相当K困難であり、 ?? ? ?
??
?』
? ?ー
? 、
それぞれの項目VCj;;o.いて、彼の特ある 。 それ故、本稿・続稿 VLj;~ける考察を客観的K進めるのUては、 ? ? ???
?
、?
? 、
徴的且原則的な言説を、断片的にでは念くて、一括して引用い引用K即して論を展開し、考察を進
?
?
???
?
? ?
? ?
?
、?? ?、 、 ? ? ? ? ， ，
めざるを得左かった。
ドイツ共建主義少年運動自体Kついととろで、教育家エドグィン・ヘルンレ自身Kついて、及び、
?
?
? ? ?
?
?
?
??
，?
ては、紙幅の関係から、また、両者については、既に数編の論文②VC~いてや h詳しく取扱っている
? ?
， ， ?
?????
と言うとと等から 、 本稿及び続穏では殆んど言及してい念い。 詳細は男I~祷を参照されたい。
??、?
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?? ?
?
?? ?
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r関西教育学会紀要第二号J(関西教育学念事子、本稿は、関西教育学会第29回大会発表、及び、
1 9 7 8年 10月)掲載の拙稿「グァイマル期ドイツ共産主義少年運動にか Lわる教育家エドグ会、
』?
? ?
、
? ? ? ，??
? ?
4ン・ヘルンレの活動・見解ーDJを基盤としつつ、根材旅書改めたものである。
??
? ?
? ? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?? 、
?
???
?
-4~ 
旬極
• 
• 
? ?
??
、
? 』 ? 、
??
? 、 〉 〉 ?
?? 、 、
?
、
、?
、
モむミi
ミ:15?
子54ミ
，???
、??
， 。
?
?、????
JIO ' ':' ~・，
b-ツJ~~ 
t.豆ヰ 3
・tヱνで
. ~ -~ 
、523
4jty= 
? ? ?
?
? ?
?
?
?
，??? ?ー????
??
，?
? ， ?
? ???
?
?
?，
?
?，?
?
?
? ?，
?」
?
? ?• 
? ?，
?? ?
?
?
?
?
?
/<~C 三qJ'
， 
J 
? ?
?
?
?
?
?
?
?
，?
?
? ?
?
????
?
帝国主義大衆教育の機能
エドグィン・ヘルンレは、共産主義少年運動を必然化する要因のひとつとして、独占段階の資本
主義社会VLl=>-:'けるブノレジョア的大衆教育諸機関陀よる労働者の子供達への精神的悪影響を挙げてい
る。そとで、共産主義少年運動の必然性にか〉わる彼の提言を確認するK先立って、彼が帝国主義
的大衆教育をいかK把握していたかを素描してな〈。
さて、先ず、彼は「初めは、資本主義は、プロレタリアの子供達を単に飢えさせて来た Yけでは
念ぐ、同時K、完全左荒廃と無知K放り出して来た。成長するプロレタリアートのとの荒廃と無知
は、だが、時と共K、資本主義自身Kとって危険K左った。資本主義は、それ等を防止しなくては
念ら左かったし、をた、それを資本主義の流儀で行った。つま夕、学校での宗教的で"愛国的自念
授業によって、子供達を獣の様に教師のとん棒K服従させるととによって、そして、あらゆる国立
並びK民間の教育組織を小ブルジョア的聞の理想の精神で満たすととによってである③jと、大
衆的な学校教育の発生を確認する。そして、 「学校は決して単に"衆J号、化機関"であるだけでは念
い。それは、洗練された志操訓練機関である。学校は、単V亡、労働少年K彼の階級状態、を隠し、ま. . . . .・
、
た、、国家や社会の歴史的発展Kついて、固有の生存条件Kついて労働少年を欺ぐだけでは左い。学
校は、全く同時K、労働少年Kとって元来疎遠で敵対的念、資本主義的生産の利益に相応する思惟
方法や行為を系統的K強要するのである④Jt"資本制社会の大衆化された学校教育の持つ機能、
労働能力の基礎陶冶、意識形成の一方を適格K指摘している⑤o
ととろで、労働少年K系統的に強要される「元来疏遠で敵対的念、資本主義的生産の利益K相応
する思惟方法や行為Jは、帝国主義段階にあっては単Kそれだけのものでは左いし、学校も単にそ
れを強要するだけではない。 r帝国主義的資本主義の外政並びK内政は、広範な大衆の組織的教育
を、即ち、その大衆が信じている様に、自己の民族、国民、祖国のために、あらゆる税、あらゆる
過剰労働、実質賃金のあらゆる低下、それどとろか、自らの生命を犠牲K供するととさえも、 よろ
とんで引受ける覚悟のある広範左大衆の組織的教育を必要とする。大衆は、依然.として盲目的に従
順で念ければ念ら左いが、 しかし、もはや中世の夫役農民の無感覚で野卑な従順さの様式(tCj:，~いて
では念くて、自決と自由の幻想、Kよって Yある。とれを達成するためK、帝国主義の学校は、プロ
レタリアートや貧農の子供達を、出来るだけ早期に、国家主義と階級調和のイデオロギーでもって
感染させ、自己活動のある種の虚構を彼等K与えねば念ら念いのである⑥Jと彼は述べている。即
ち、 「元来疏速で敵対的念、資本主義的生産の利益K相応する思惟方法や行為Jは、 「自決と自由
の幻想J. r自己活動のある種の虚構」を伴念ってl=>-:'t，学校は、労働少年K、彼等の幻想的自決
・自由や虚構の自己活動を通じて、それを強要するのである。それは、換言すれば、帝国主義段階
にあっては、帝国主義ブルジョアジ-(tCとって不可避念、その階級目的への労働者・勤労大衆の「
同意Jを作り出す予備作業であり、その手段は、ブルジョア民主々義乃至「民主々義の幻想Jであ
-5-
司.・、 . ー

• 
その頭脳Uてないては、他律的で〔他者K依存し〕なければなら
ない。それ故K、空想的念指導者・英雄崇拝や観念的左ロマンティークの餐育、そして、・・・・近代
ウト員遣は、それにもか hわらず、
.・一、
一『
??
、 、
である，~J 、
兵舎の予備段階と考えられているのならば、少年組織は、戦場になける大衆軍隊のための予備段階
習得本位の学校が「もい的社会生活の現実からの連去り (Hinwegfuhren)、.、.‘
「それでは、帝国主義的大
であ句Jと、特徴づけている。
かぐして、彼は、帝国主義段階の資本制社会の大衆教育を総括して、
1 )空想と感情への方向転換、つまり、主知主義の撃退。 2)同時κ、衆教育の特色とは何か?
魯}、
， ・、.、
イデオロギ寸~VC完全K包み込まれ、非自立的にされている子供の積極化。 学校の政治化。 3 )組
. 
‘ .去、
‘ 
織形態は、個別学校K並んだ少年運動である⑫Jと述べている。
共産主義少年運動の必然性
? ?
M‘. 
??? ?，?
?• 
19--20年頃K、KPDやその青年組織の若手の構成負達の自発的念働きに1 1月革命の後、
-d 
よって、既に、労働少年の組織化が自然発生的に進められていた。との自然発生的念共産主義少年
以下、単に 'KK運動"とする)を、
‘司. . 訓・.， 事
• • - e 
2 0年夏のととで
運動(Komm un i s t i s che 
合目的々に更に発展せしめるべく、その指導的役割を、ヘルンレに委ねたのは、
Kinderbewegung. 
r 
--~ !.~&. 
2・τ".
? ?
「我々の子供達は、実践的念共産主義組織、遊びゃ労働VCi?ける強
固で持続的念結合を必要としている③」と、 KK運動の必要性を認識し、主張していた彼は、先ず
あった。 19年初めに早ぐも、
• 、
• 
‘ 
また、それを通じて、 KKK運動の組織的統括と活動方針の確定を計らねば念らず、そのために、J3t 
K運動の必撚性を確証しべ党内に残存するKK運動を疑問視する者逮を、労働者の父母を納得させ場:i
ねば念ら念かった。
グァイマル体制vc~，ける労働ζの必然性を、一方では、資本制社会VC~~ける、他方では、後は、， ，??， ?
?
者の子供の物質的・精神的状態κ基礎づけた。当時のドイツでは、労働少年は、衣食住の劣悪念条
件下で、飢餓・栄養不良、結核・クル病等の諸々の疾病に侵され、晒されていたばかタでなれ前
項で既K取挙げた様K、搾取者の反動的感化K全く無防備K晒されてもお‘夕、その精神的悪影響は
「ブルジョア的大都会との現実を前K、彼は、子供達沙呼吸する空気のどとく彼等を包んでいた。
iJrf: 
.'ζわ
自K見える様にはなっJの街頭はそれ自体で反革命的K作用する。社会生活の原動力は、と Lでは、
ていない。子供は表面だけを見ているKすぎ念レ電炉、
持取、空腹、学校の責苦]がそれ自体ですでに革命的に作用しているとは、然り、信じられ念い@
と、子供遣の劣悪念階級状態沙彼等K、その反動的感化・精神的悪影響にもか hわらず、真の階級
「プロレタリアの生活〔貸アパート、街頭
4 
• 
. '" " ， 
a・
，?
?
? ? ? ?
，?、
??
?
?
，
??
，??
? ?
'的立場・寿司j智子をひとタでκ認織させるであろうとの自然発生説を否定した。現実の事例は、全〈逆
を示していたからである。つまれ子供遣を包む精神的悪影響は、彼等.を、彼等自身併皆級K疎速
にし、更に、敵対させていたのである。
• 
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かくして、 「我々は、大都会の街頭の手Uてなえ念い影響K、我々の子供達をもうとれ以上念が〈
無防備K引きわたしてbζ うとは思わ念い。我々は、プロレタリアの子供達が教会や国家の後見人
や教師によって反革命や労働者の敵への奉仕Uてないてひどい取扱いを受けているととを、もはや甘
， 
受しようとは思わ左い⑧_j'¥ i革命的なプロレタリアートは、物質的左貧困化に対して戦わなけれ
ば走ら左い様(IC¥精神的左放任や隷属化K対してもまた戦わなくてはなら念い。革命的念プロレタ
リアートは、それで満足する ζ とは出来左い。革命的念プロレタリアートは、それ等を積極的左も
のと代え念くてはなら左い。革命的念プロレタリアートは、自らの子供達を¥プロレタリア革命へ
の奉仕にないて、をた、共産主義の建設に向けて教育するためU亡、諸措置を講じ左くては念ら左い。
共産主義は、意志の強固念、信条的!(c欣然とした、献身的念性格を必要とするO 共産主義は、多く
の人の自発性、自由意志、Kよる規律、プロレタリア階級への極めて強い責任感を必要とする。共産
主義はその他花、老練念行動能力のある煽動家や絶縁家を、同蒋に、革命の士宮、将来の建築家を
必要とする⑧Jと、秋、 「プロレタリアの子供の魂をめく。つての闘争は、それ郎、子供の身体
上の無事をめぐっての闘争とをさしく同じ程K重要念のである。我々の子供達を階級K受取夕、階
級のためK教育し、プロレタリアの団結、共産主義的共同態、意志(Gemei nschaf tswi lle)、
革命的念闘争のエネルギーで子供達を満すとと、それは、革命的プロレタリアートが自らの子供達
傾うている偉大在任務である⑫jと、或いは、 「自らの子供達を身体的・精神的左貧困や反動的
毒殺から保護し、自らの子供達のためK闘争するだけでは念くて¥自らの子供達をその闘争K注意
• 
深く準備し導入・するとともまた、プロレタリア階級の責務である。それは、た Y啓蒙によってだ
けでは左〈て、啓蒙と結合された実践的行動Kよってのみ行われるととが出来るのである⑧Jと論
じるととKよって、彼は、 KK運動の必然、性乃至不可避性を論証いそして、子供達のKK運動へ
の組織化を、プロレタリアートの責務として位置付けている。彼にとっては、 「子供達K対する革
命的プロレタリアートの任務を自覚し念いものは、少しも正しい階級戦士では念汁③jのであった。
KK運動の必然性を以上の様に確証した彼は、 「プロレタリアの子供達は、闘争するととを望ん
でいるし、自らの闘争する階級の活動的念一員として自覚するととを望んでいる。我々は、それ故‘
と与では、子供達自身のうちで生き生きしているものを、そして、実行K向けて駆りたてるものをh
た Y単K見守り援助さえすればよい。まさしぐそれ故K、我々の運動は、然夕、大いに健全であり
非常Kプロレタリア的であり、革命的である⑩j、 「革命的プロレタリアート附いては、大人の
利害と子供達の糟との聞に少しの矛盾も存在し念いザと述べて、子供達のKK運動への組織化
が、子供達にとって、その力量を超えた疎遠念ととでも、大人Kよる子供の窓意的を引き回しでも
，?
?
，?
?
念いととを明らかにする。そして、 「我々が、然夕、我々の闘争の具体的左状態を規定するのでは
念い。支配階級としてのブルジョアジーがそれをするのである。ブルジョアジーか吹々の子供を、
困窮と搾取との内K、そして、非常K激化せる階級対立の雰囲気の内花押込んだのであるから、ま
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た、我々の子供を、カの限り政治化し、反動的に感化したのであるから、我々Kは、我々の子供達
の心身をめぐっての闘争を取上げるとと、そして、子供達が自らの階級状態を認識するのを援助し
てやり、彼等の闘争Uてむいて彼等を支援してやるとと以外陀は、全〈他陀残ってい左い。我々をそ
とから妨げる権利は何ものKも念い⑧Jと論じて、 KK運動を、 「選択の余地が念い⑧J闘争、言
わば一種の余儀な〈された闘争として把握している。
凪共産主義少年運動の任務
• 
KK運動の任務は、彼が中心と左って作成した「共産主義少年団倉u設のためのテーゼ」の第 6テ
ーゼK明言されている。即ち、そとでは、 「共産主義少年団の任務は、共産主義者の指導下でのプ
ロレタリアの子供達の結集、プロレタリアの子供VLj;，，.ける階級意識の喚起、プロレ夕、リア的団結と
搾取者K対する闘争のための子供の教育である。少年団の全行動は、闘争するプロレタリアートの
あらゆる戦線へのフ・ロレタリアの子供の編入口いて頂点に達し左くてはならな%がと語られて
いる。彼自身も、 「共産主義少年団の任務は・・・・・・まさにプロレタリアートの若木〔本来の工場児
童や浮浪児、そして、農業プロレタリアの子供達]の最も広範で最も厚みのある層をとらえ、それ
等の自主性、主導性を系統的K目ざめさせると言う試みのうちにある⑧'J rととろで、プロレタリ
リアートの階級意識を子供達のうちK目ざめさせ、強めるためのすぐれた手段とは、プロレタリア
の大衆集会や大衆デモンストレーションへの子供達の参加である炉と述べている。端的に言えば
・プロレタリア階級意識・の喚起、 ・意志の強圏在、信剣悦欣然たる、献身的念性格師、・多く
の人の自発性・、・階級への極めて強い責任感"の形成、等々を目指す'プロレタリア革命への
奉仕・ tc~ける、また'社会主義の建設・ K向けたプロレタリア階級教育であり、同時に、労働者
階級の階級間争への参加である。
そとで、先づ、少年連働の任務のひとつとして、階級教育を位置付ける彼の論拠を確認するとと
とする。
彼は、何よりもまず、 「子供は、社会の経験や社会の思考の歩みのあらゆる充実を自らに受け入
れ念がら、社会の内へと成長して行かねば念らず、成長して行ぐべき念のである⑧IJと、子供の
成長(発達)を---A度的に規定する。そして、同時K、 「今日の社会は、だが、諸階級K分裂してい
る。我々は、それ故K、普通的、 f人間的J~子供を教育するととは出来念い。調和のとれた人間
的念社会は現存してい念い。相互に戦い合う諸階級だけが具体的K現存しているのである。子供は、
それ放に、階級的に、つまり、プロレタリア的にか、或いは、プルジ，ァ的にか、いずれかに教育
されるKナぎ念い⑧jと、歴史的・社会的に現実的念相で、子供の成長(発達)・教育を、具体的
• 
• ?，? ? ?
， ，
?， ，
??? ，
? ， ? ?
? ? ? ?に規定する。
• 
ぎて、二つの教育の一方である「プルジ，ァ的教育には、教会、学校、キリスト教的託児所が尽 、
• 
• 
• -9-
• 
、
‘' 
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カし、左bブノレジョア的に感染されたプロレタリアの父母や知人もしばしば存分に尽力しべ明白念
資本主義的・ブルジョア的生活や営みを伴う「街頭Jもまた、決して少左からず尽力するがと確
認する彼は、 「共産主義者として我々は、ブルジョア的・資本主義的教育がプロレタリアの子供の
暗級状態K相応してbらず、フ-q吋ノタリアの子供の発達を妨げ、不利な方向K駆り立て、それ故κ
最悪の種類の誤った教育であると言 うととKついて、明3であるゆと、それを否定する。そうし
て、 「ブルジョアジーのとの組織的な階級教育には、被抑圧プロレタリアートは、無色の『中立的j
念教育組織Kよって Yはなした YひとえK、闘争の刑廃vcl:，'ける、そして、革命的プロレタリア
ートの目的K焦点を合わせるとと注しての意識的で計画的なプロレタリア階級教育によってのみ反
対し得る。プロレタリアの子供の利害と間争するプロレタリアートの利害との間Kは矛盾が存在し
念いが故K、それだけ一層プロレタリアートはそれが可能なのである。全く逆K、社会主義社会が
初めて、子供~j:;>.ける入品駒本性の現実的?と自由で全面的な開花を可能Kする.のである⑧j と、彼
は、階級教育を基礎づけるのである。
KK運動vci，~けるプロレタリア階級教育は、だが、 徹底して、現実的K して実践的で左ければ走
ら念かった。鵬、 「共産主義的日闘争状態Kある⑩J地 K、 「我々 Kとっては、資本主義の
真只中で出来上った共産主義の狐島を作り出すと言うととは問題では左い。それは、ユートピアで
あるだろう。我々は、その前提がプロレタリア独裁である様な労働形態・共同態形態を、今日はや
くも先取りするととは出来念レ資YJのであり、それどとろか、 「・・・・・・我々は、それを望みもし左
い。我々の子供達が後K闘争ぜねば念らないその同じ土台で、彼等はまた教育きれなくてはならな
いのである⑫jム或いは、 「我々 は、 7・ロレタリアの子供をとの環境から遠ざけるととを望校
いし、秋、そうするととも出れい。何と念れば、プロレタリアの子供は、ぞの零等々ベモて問
争しつ弘、それを改革するととを、然夕、学ば念くては左ら念いからである⑬Jと論述するととK
よって、彼は、 KK運動(tLj，....けるプロレタリア階級教育の現実的・実践的性格を明示する。そして
更κ、 「我々が我々の子供達に与え念くては念ら念いものは、革命的念階級闘争への導入である。
(しかも)理論的にでは念くて、実践的にである。それ故K、我々は、子供達K、 f共産主義を標
本で説明するJのでも念ければ、また、『偽啓蒙jを小売りするのでもないであろう。そうでは念
〈て、我々は、子供達を、彼等が共産主義者として自負し、共産主義者として行動するようK指導
し、鼓舞するであろう。その時、彼等もまた共産主義者で的得るのである⑭jと、或いは、 「我
々は、彼等を、彼等の階級の活動、闘争、不安、勝利、そして、喜びをもたらす理想、K参加させる
ととKよって、彼等の自己意識を高め、彼等の性格を強めるのでる夕、彼等の生活に内容と未来と
・を与えるのである。そうじて同時に、街頭や貸アパートの野卑で危険念影響K対して一番よ〈守る
のである。我々は\そのととを、いぐら早ぐから初めても決しτ早すぎると言?ととは念~ ⑬l と
述べて、プロ νタリア階級教育の務実的 ・実践的!性格のJもと・I(C'、沙格運動む執事一方争任務、即
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また逆氏、闘争への参加のもとK、現実的・実践的性格を基礎労働者潜級の階級!謁争への参加を、
、 、 、??
付けるのである。
司.
、
現実的にして実践的をプロレタリア階級教育と労働者指級の階級闘争への参加は、 KK運動の主
? ???
、
より厳密に言えば、委任務、不可欠の相互媒介的な任務である。ととろで、階級闘争への参加は、
-ー、 、
• 、
成人・青年労働者の鵠争、の子供達の参加、及び、子供達の闘争を労働者向皆級の階級闘争の部分間" • 
「戦うζの点を、彼は、争として組織化するととである。両者は、同じ事柄の二つの側面である。
< ・、『
『
』
我々共産主義者が述べる新た念とととは、 ζれである。即ち、子供達の蹄争は、無意識
の暗閣のなかで、分隠して、豪物的な自助の無指導念、無秩序で絶望的在、それ故、士気を阻喪さ
子供達/
4 ・、
-. 
もはや進行しては左ら左い。否、我々の搾取され、抑圧され、虐待されていせるようなやり方で、
、.、-:_，.、.ー
る子供達の闘争は、労働者階級の階級戦争VCj;;"ける部分闘争として明るみK引出され、意識的K組
織され、そして、団結して遂行され念くてはなら左い。それは全ての革命的プロレタリアートKよ
? ?
丸、
って共K遂行されねば左ら念い。そうするととによって初めて、我々は、新たな生命の肯定を我々
の子供達のうちK喚起しつつ、即ち、労働者の団結の偉大な体験を、抑圧者K対する団結した闘争.、'"-• 
の偉大念体験を喚起しつつ、嘘、術策、卑怯、卑劣漢や喧嘩好き、自暴自棄、犯罪への堕落から彼
??
?
↑
??
?
しかし念がら、彼は、あらゆる闘争を可としたわけでは念等を守るのである⑮;と展開している。
「少年団は、断じて、少年党ではない。その闘争は、何よりも先ず、教育手段である。
闘争は、それが子供なりの能力や力量K相応しべ子供の年齢に相応した手段v'c~...いてのみ、遂行さ
い。彼は、
， ， ????
??• 
-e -~ -，・
， ~ i 
れてきしっかえい。と、 KK運動の闘争に、慨を明確K設けている。
KK運動の主要任務をかぐのどとく規定し、特徴づける彼は、同時K、KK運動の活動を全般的
， .t'‘，、
.‘ 
，ア t~
に、次の機K総括する。董A E 
f a )創造的自発性〔貧困や賃金奴隷の境遇の元気をそく様な作用、ブルジョア的習得学校の機械
的訓練や受動的主知主義とは逆U亡、子供の自動と積極性、子守りでは少しも念くて4キ翠や〕
，?
• 
• 
? ， ?? ?
J 
r 
-・
のための教育。
fb )集団活動〔児童共同体を巧みに原子化するプルジ，ァ学校の方法、個人主義的改良主義教育、
そして、ブルジョア的矛I~等生活や家庭生活の乱脈左利己主義とは逆に、段階的自己管理、少年
. ~ . 
，?
，?? ?? ?
?
? ? ?，?
? ， ?
????
，?，
， 
組織、労働(作業、 Arbei t )共同態〕のための教育。
r c)プロレグ?7ァ??開鏑争〔子供の諸能力の範囲内での革命的7・ロレタリアートの組織、
煽働、そして、行動への多加、プルジ.ァ的道徳・宗教教育とは逆κ、応用されたプロレタリ
. 
，;l 
.~ 
" ， ， 
戸fイ;
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? ? ?
「とのア階級倫理、鵬、大人の階級戦線への編入〕のための教育⑩」…………・とし、
三つの要素は、不可分の有機的統ーである@Jと規定している，こうして彼は、
教育乃歪教育としてのKK運動とプルジ，ァ教育学や小ブルジ田ア的改良主義教育学との聞に、明
KK運動としての
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W 共産主義少年運動の解放運動における位置
KPD及びその青年組織か指導的役割を担う労働者・動労大衆の解放闘争にないて少年運動の占
める位置、換言すれば、党・青年組織K対するKK運動の関係.とれは、非常に明確である。
ヘルンレは、 「共産主義少年団は、教育家や子供達の特殊左関心事では念ぐて、普遍的念プロレ
タリアートの解放瀞口ける断じて軽視さるべからざる一分肢である⑮jと、 KK運動を解放闘
争に位置づける。しかし、同事に、 「共産主義少年団('I、大人の闘争組織と左らんだ自立的左分肢
として進むととは出来左い。子供達の自己活動と自立性、子供Kよる子供の教育は、極端に駆りた
てられては念ら念い⑧」と、そして、 「キ苧主琴?全身今作b??号令ぞり??、不亨考?母宅
に従属した部分としてのみ、少年団は、共に行軍し得るVてすぎ左いのであれまた、その目標を満
し得るにすぎかのである⑧Jと述べて、 KK運動の全解放問争K対する従属性を、従って、解放
闘争を指導する党・青年組織への従属性を明言する。念んと念れば、 「子供達の自己活動と自立性、
子供Vてよる子供の教育」が、 「怪端K駆り立てられJた場合、 「・・・・・・子供らしい思考と意欲との
革命化の挺子であらねば左ら左いものが¥その場合vrは、子供を、自らの戦う階級に疎遠Kしべ.プ
ロレタリアー トの戦闘部隊ヘの子供達の段階的編入を阻害し、会ぐらせる手段と念乏⑧Jからで
あれそして、まさしくそれ故K、 「か Lる教育 (KK運動になける現実的旦実践的をプロレタリ
ア階級教育・・・・・・筆者)は、勿論、プロレタリアートの最も先進的で最も革命的左部分、それ故、
共産主義者の闘争諸組織¥つまり、青年と党の手の内に在らねば念ら念い⑧jからである。端的K
言う念らば、彼ば¥少年運動を、党・青年組織に従属し、その指導を受け、 「共産主義青年組織の
前段階⑮」を念すものと看倣し、そして、その限りにないてのみ、全解放闘争の一翼を担い、その
任務を達成し得るものと看倣したのである。
党→青年組織→ KK組織・運動という指導・従属!妻子係について、例えば、党・青年組織が、
KK運動の指導を通じて、党派抗争をKK運動l!L持ち込もうとしているとか、或いは、子供達の理
解してい左い成人労働者の分裂が子供達の上K移されるとか言う様念批判が加えられた。とれにつ
いて、彼は、党派抗争・成人労働者の分裂の子供達への移行を「階級社会の内部で、完全K阻止す
るととは、我々のカの及ぶととろでは念い⑬J~，そして、 「コミンテルンの綱領を子供達と共K
箇条別Kぐそ勉強するためK、また、中途半端念理解のスローガンで彼等を満すためK、我々は、
党や青年組織への我々の少年団の従属の要求を唱えるのでは念い。そうでは左くて、労働者l渚級の
子供達を、適時に、革命的念闘争の厳しい、そして激しい空気に念れ親しませ、彼等を動揺や中途
半端さから守払犠牲的念献身の火花を彼等のうちK点火するためであるがと、答えている。
勿論、彼は、労働者の子供達の分裂を望んだわけでは念い。 r我々は、自身の共産主義教育活動
を決して放棄するととは出来念い。だが、我々は、別のプロレタリア少年団と彼方悦方で大いK提
携できるい特定の催や行動のためにカノレテルを組むとともできる。そちするとをKなってむ
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的在立場の放棄念しK、全労働少年のための階級の枠組が創出されるのである⑧」と述べて、原則
的立場を放棄し念いプロレタリア諸少年運動の統一戦線の結成を提言したのである。もっとも、そ
れは、殆んどの場合、実際Kは、うま〈行か念かった様であるが、彼は、基本的には一貫して、K
K運動・組織のエリートイヒ・セクト化を強ぐ警戒し、その大衆性・大衆化を根気強く主張していた。
さて、彼は、党→青年組織→ KK組織 ・運動という指導・従属関係U亡、 KK運動を位置づけ
たのではあるが、彼によるKK運動の位置づけは、それK尽きるわけでは念い。 「少年団を指導し
ている我々の同志は、だが、断じて、単に与え手や教え手であるだけでは念い。子供達の質問や批
判jは、彼等に、自ら増々多ぐ学び、革命的左闘争、社会主義、人類史、そして自然認識のあらゆる
普賢 I.~ 問題K、自らを増々すぐれて深めるととを余儀念ぐさせる。誠実と没頭、我々の子供達がそれをも
って任務を引き受ける誠実と没頭は、団指導員には、彼等が自らの任務に全〈同様に徹底的E無条
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件K没頭するための警告や模範として役立つ。との様に子供達は大人K反作用するのである。共産
主義者の指導下では、プロレタリアートの階級闘争のとの最も若い分肢でさえも、全ぐ大き念戦線
κ、 ζの様K有蜘快適合するのであるoJと述べて、彼は、先の指導・従属関係を同時に、 KK
組織・運動→青年組織→党という反作用を伴うものといか Lる有機的な連関のもとVCKK運
動を位置づけたのであり、党・青年組織とKK，運動との関係が、か hる有機的な関係と念るようK
指導し、助言したのである。
v.共産主義少年運動の組織問題
、 KK運動VC$~ける組織の子供達にとっての意義を、彼は、 「団が自らの背後にあるという子供の
意識は、学校や経営体VLjyoける闘争にとって、街頭での宣伝Kとって、大き念意義がある。いわん
や、子供達は、成人プロレタリアよタも、個人としては、持続的念闘争を遂行するととが出来念い。
子供達が闘争し得る条件を、 もし我々が前もって整えてbか念いならば、勇気や闘争について子供
K語るととは何の価値も念い。子供は、集団 (Mas se )の感覚、自らの組織の後楯の感覚を持た
ねば念らないゆと把握する。しかしながら、 「同時に実践は、少年組織がやはり成人組織とは本
質的に異なっているようだというととを示している。子供達の想像力は生き生きしてb夕、意志は
さほど安定してはい念い。結果は、即ち、熱心で根気のある若い同志諸君の確固たる核のまわりに
大鮮の子供達久つまり、我々がほんの一時的につかまえるだけの子供達、我々の催しを一度は訪
???
れ、その後再び遠ざかっている子供達、デモンストレーションやキャムペーンに一度は感激して参
加し、そして、その後、我々の視界から消えうせる子地検まっているというととである⑪Jと
述べて、彼は、実際上の困難をも抱強している。ととに、 KK運動の組織をめぐる第一の問題が存
在する。即ち、 ・子供遣をいかにとらえるか'という問題である。
KK運動の組織をめぐるとの第ーの問題を、彼は、よ b厳密に、 「いか忙して我々は、との不安
??
• 
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定左子供達をも我々 の~ lセー穏持続的疋ヲ l付ける のか? いかKして我々は、魅力ある雰囲気を、
また、広範念児童大衆に暗示的K作用する雰囲気を作り出すのか?⑫Jと提起する。彼は、との問
題Kついて、所謂・リクレーション的諸活動の持つ児童大衆への作用力⑧を認めつ弘、同時に、 「子
供述は・・・・・・象徴的た表現し、他像的事物を表象で、或いは、 表象的(そ取扱うととで把握するとと
を好む。子供速は、資任ある活動を通じて駆り 立てられる僚K感じる。子供は、英雄的人物K絡み
ついて高〈登り、その像K従って自らの理想、を形造る@レt という子供の独自性を考慮して、 r ・ . ・ ・ 
我々は、我々の団をプロレタリア革命の英雄に従って命名し、我々 の旗や団旗を整え、また、我々
の団寧の自印を身Kつけるであろう⑧Jと提言している。そして、更K、それK留まるとと左〈、
彼は、 「だが、主要念事柄は、我々が可能左限り多く の子供達を責任ある職務K任ずるであろうと
いうとと、ぞうするととKよって、我々が彼等を活発にし、そして、その等々の参加者から安定し
た活動的左犠成員へと育て上げるであろうというととである⑧Jと、技術的念提言等をも行念って
• 
ν、る。
• 
さて、KK運動の組織Vとか hわる第一の問題K答える彼の諸提言のひとつ、 ・可能念限り多ぐの
子供達を責任ある職務K任ずるとと"は、既K、第二の問題一一'子供達をいかに組織するか"-ー
とか hわっている。両者は密接な連関のうちK在る。端的Kいう左らば、第二の問題の解決は、第
一の問題の解決の主要な諸前提のひとつであるとも言えよう。
・子供達をいかに組織するか・について、縦、 「組織問題は、我々Kとっては教育問題であるが
そして、 「だが、、その教育問題は、また同時κ、闘争問題でもある⑧Jという観点から考察を進め
ている。何となれば、 「我々の教育は、労働少年を彼の階級のためK活動させるととに辛子いて頂点
K達するのであれそれ故、組織も叉との目的K奉仕せねば念ら念レ湾参jからである。
彼は、従って、先ず、 KK運動Kしばしば見られる誤りを批判する。それは、 「彼等(多ぐの団
指導員一一筆者)は、先ず第一K、図式を作り出し、それから内容を中に入れようとしている⑩J
誤れつまり、指導員が予め机上で組織の諸々の職務を案出いしかる後に、それK対して、子供
逮K委員や役員を選出させるという誤りである。との場合、 「・・・・・・子供達は、その職務の必撚性
をいまだ体得してはい念い。子供遣は、最初のうちは、模倣本能から熱烈K参与するが、まも念ぐ、
回は眠込み、そして、とれまでの様K、外から持込まれた手段〔子供達Kよる代りK子供達のため
に持って来られた本の朗読、朗詠、音楽、芝居JVCよって、再び人為的に生気を与えられねば念ら
念吻Jという結果に陥るのである。彼は、との状態を逆であるという。即ち、彼の観点からすれ
ば、 「組織が活動を作タ出すのでは念ぐて、その逆である。つまり、活動が組織を創出するのであ
る。組織とは、活動の分割に他なら念ν~J のである。彼K依れば、 「子供達自身一一勿論、協力
者の鼓舞や協力のもとK一一治、自らの宣伝、文書販売、会計、学校闘争、徒歩旅行、手工、読書、
遊び、娯楽のため倒鑑し、祝日のイ偉い等々を遂行するその瞬間収、彼等もをヲ足分業の必然僅を、
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そして、役員や委員の選定の必撚性を体得し、自らを諸作業班に分割し、確聞たる組織上の機構を、
自らが活動のために必要とする堅牢な図式を創出するのである。指導員の任務は、その際に、彼等
を手助けするというととでしかあり得念い⑫J、或いは、 「我々が闘争し、活動し、教えている間
K、そして、まさしく我々がそれ等を行うととを通じて、我々は、現在の状況VCjo.，.ける共産主義少
年団にとって適切念組織形態を創出するのであるつ固定的念図式を、我々は、実際、使用するとと
は出来ない。闘争・活動の諸条件は変化し、組織は常に目的のための手段である。我々は、それ故
κ、フ・ルジョアジーの改良学校の組織形態も、共産党のそれも、我々の団に単純K移すととが出来
左レマ参jのである。従って、 "子供達をいかに組織するか'については、子供達の主体的念自己活
動とそが第一義的なのであり、そして、 「た Yひとつのとと、つまり、組織形態は闘争と教育目的
とK相応するというととだけが、決定的念のである⑬J。
さて、子供達の主体的な自己活動に基づき、闘争と教育目的とに相応してKK運動が権成された
時、そとに辛子いては、 「・・・・・・構成員の自由念意志とそが、自由の仕事や自ら立てた目的への構成
員C興味や喜びとそが少年団をとりまとめていぶ③」のであり、そして、組織は、子供達にとって、
「精神的練兵場、装具庫⑮J、即ち、 「経営体や学校、街頭や父母の家VCi:?-ける子供達の宣伝や闘
争予苧件抑樫準拠予jと初、端的にいう走らば、 「プロレタリア的影響、社会主義的世界観、
共産主義的闘争道徳のエネルギーの中心点⑬Jと走るのである。
付 記
本稿及び続稿にか hわって、 E.ヘルンレに関する先行研究について述べてbきたい。
先ず、我国VC~いては、戦前に、彼の小冊子 r労働者階級とその子供達一一労働者の父母への重大
念言葉 ("Die Arbeiterklasse und ihre Kinder Eine ernstes 
Wort an die Arbeitereltern “)Jがrプロレタリア階級とその児童J(本庄陸男?
訳、プロレタリア教育学研究所、 19 8 0年 4月)として、主著『プロレタリア教育の根本問題
( "Grundfragen der proletarischen Erziehung“)Jが「プロレタリア教
育の根本問題J(屋井多ー(本名 土方定一)訳、世界社、 1980年5月?)， rプロレタリア教
育理論J (震井多ー(同前)釈、世界社、 1 9 8 0年7月?)として翻訳出版されている。また、
教育評論雑誌r観念工場J(第2巻第 5号、 1982年5月)の目次陀は、 「資料・階級闘争と教育
..ヘルンレJの表思を見出せるが、彼の論稿中からイ可を訳出したのか不明である。戦後には、先
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ヘルンレの人物、活動、思想、等を簡潔K紹介してなられ
の研究諸文献である。念かんずく、氏の『グァイマノレ共
b )共産主義少年団の必
筆者は、本稿・続稿を執筆するにあたって、 M氏の問題別項目分類法に学び、氏の分類項目K教え
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1注及び引用H において個々に提示して
、
引用頻度の高いもののみを挙げた。引用頻度の低いものは、
(，)る。
ヘルンレの著者・小冊子が 4編よ詩が 1編収められた復刻版であり、参考文
921年から発行された国際共産主義少年運動の機関誌「プロレタリアの子供Jから重要
ヘルンレの論文が 16編と彼の手の加わったもここiとは、
献(2)は、
論文を 60編抜出し編集した復刻版であり、
なお、参考文献(t )は、
のーが 1編収められている。参考文献(3 )は、参考文献(1 ) Iζ収められていないヘルンレの小冊子であり、
元東京大学教授五十嵐顕先生の御厚意による東大教育学部図書室所蔵の原本の複写を、本稿・続稿に使
用した。参考文献(4 )は、本文中 iと何らの引用もしていないが、恐らく最もまとまったヘノレンレの研究
文献と思われ、本稿・続稿の作成に大いに参考とした。詳細は、付記を参照されたい。
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引用及び注
.( 1) r階級闘争と教育運動一一教育運動における階級性J、所収・ r教育科学セミナリ-(第 6号)J 
〈関西大学教育学会発行、昭和 49年 12月)0 iヴァイマル共和国時代におけるドイツ共産主義少
年運動研究序説 J、所収・「教育学論集〈第 1号)J (大阪市立大学文学部教育学研究室発行、昭和
5 0年 8月)0 r革命的教育家エドヴィン・ヘルンレ小伝一一ヴァイマル共和国時代におけるドイツ
共産主義少年運動研究のためにJ、所収・「教育学論集(第 2号)J (昭和 51年 6月)0 rヴァイ
マル期におけるドイツ共産主義少年運動にかかわる教育家エドヴィン・ヘルンレの活動・見解(1 )ム
所収・ r関西教育学会紀要〈創刊号)J (関西教育学会発行、昭和 52年 10月)0 rヴァイマル共
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2月)0 r序説・ヴァイマル共和国時代におけるドイツ共産主義少年運動研究一一ヴァイ
マル期ドイツ共産主義少年運動概史J、所収・「教育学論集(第 4号)J (昭和 58年 5月)。
「ヴァイマル期ドイツ共産主義少年運動と教育家エドヴィン・ヘルン・レのかかわり一一特に、 2 4年
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乙とで、 「・・・・・・プルジョアジーの改良学校の組織形態も、共産党のそれも、我々の団
iζ単純に移すことが出来ないJと述べ、また、 「ドイツ自由社会主室長青年 (FS J、共産主義青年
同盟の前身〉のととに住る学校計画は、次の事を証明している。即ち、革命的プロレタリア青年は、
革命的国家における自己の権利と任務とを自覚しており、そして、資本家独裁の下になお身を屈し
今日既に未来の労働〈活動)に備えていると云うととである。 FSJには、 乙の
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それ等を盲従的にまねる乙となく、
自己のロシアの同志の闘争や労働(活
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場合、ソヴィエト・ロシアの共産主義青年の伊!と経験が役立つ。
機械的複製に陥いる乙となく、 ドイツの社会主義的青年は、
働〉とから学ぶのである J("Die 
FS J v on 1919f注(6)参照。 S.408，.4090 傍点は、筆者)と述べている点は、後のドイツ
共産党及び青年組織の組織・活動形態と照合した時、また、 ドイツ共産主義少年運動が後に組織
活動形態において党・青年組織の機械的模倣に陥いった〈例えば、学校細胞、等々〉が故に運動の
表退を招いた事と照会すれば、いささかの興味が喚起きれる。詳細は、拙稿「ヴァイマル期ドイツ
共産主義少年運動と教育家エドヴィン・ヘルンレのかかわりーー特fr.2 4年転換をめぐって一一 J
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続・教育家エドグィン・ヘノレンレの共産主義少年運動論ーグァ
イマル期ドイツ共産主義少年運動への理論的・実践的諸提言一
(免二部・共産主義少年運動の活動編〉
小山孝直
一序-
本稿は、乙れまでに発表して来ている一連の諸論文と共にヴァイマノレ期ドイツ共産主義少年運動研
究の一環を成すものである。 本稿の課題は、表題が示すようiζ、本稿iζ先行する第一部「少年運動
の必然性・組織編 jと共に、教育家エドヴィン・ヘルンレの共産主義少年運動論を、即ち、ヴァイマ
ル期ドイツ共産主義少年運動への彼の理論的・実践的提言を、問題別に項目分類して明確にし、それ
を通じて、両次大戦間のドイツ並びに国際的な共産主義少年運動の理論的・実践的諸原則を確認する
乙とである。ただし、本稿は、第一部を受けた第二部として、特iζ、少年運動の諸活動に関する彼の
提言tζ考察対象を絞っている。また、本稿iζ用いた手法は、第一部と同様に、可能な限りヘルンレ自
身の言葉を用いることである。
佐久本稿は、関西教育学会第 30回大会発表、及び、「関西教育学会紀要第 3号J(関西教育学
会 1979年 10月予定)掲載の拙稿「ヴァイマル期ドイツ共産主義少年運動にか〉わる教育家エドヴ
ィン・ヘルンレの活動・見解.1 Jを基盤としつつ 板本的に書改めたものである。
• 
i 共産主義少年運動の指導員
i. 共産主義少年運動 (Kc:mmunIstische Kin白 rbew句 tmg.以下、単に'KK運動'とする)の
• 
• 
指導者が乙 hで先ず問題とえEるのは、 KK運動が効果的に活動し得るか否かを決定する多療な要因の
ひとつとして、しかも、非常K影響力の大きい要因として、組織された子供達を直接指導する立
場にある指導員が挙げられるからである。ドイツ共産主義少年運動の場合、概して、有能な指導員の
慢性的伝不足に苦慮していた犠に思われる。
か、る立場を占める指導員は専ら共産主義青年組織から派遣されていたが、ヘルンレは、彼等に何
を要求したか? 明確位階級意識、 KK運動への理解・意欲、誠実、慎重、熟慮、等々は云うまでもなし、。
しかし、彼は、何よりもまず、「子供と共に子供である能力 Jを要求した。乙の能力を、彼は「子
(2) 
供であるとは、無邪気、無知、無規律であると云う ζ とではない。大人は、そう云うものでは無くな
ってしまってい伝くてはならない。子供であるとは、大人にとっては、素朴であり、卒直であり、全
ての情熱をもって事柄のもとにあると云うことを意味する」と説明している。かく諮る彼は、「なる
(3) 
ほど、勇敢で老練位戦士ではあるが、しかし、それにもか、わらず、公に演説をしたり、また、大き
• 
一21-
• 
‘. 
， 
、
な範囲で働きを及ぼす乙との出来ない多からざる同志がし、る。 乙').(少年団)は、乙れ等のおそらく
はなお少しばかりはにかみやの性質の人達にとってもまた活動領域である。こ〉では、乙れ等の人達
もまた、闘争を指導できるのである」と述べて、指導者を募っている。
(4) 
ところで、彼は、指導員に、予♂教育学的訓練を受けていることを要求しなかった。しかし、指導
員の教育学的訓練乃至素養を全く否定したと云うわけではなし、。彼が指導員の予備的な教育学的訓練
を要求しなかったのには、一方では、歴史上初めての実践であるKK運動の前には、「完全な未開地
があった。特別な教育学的予備教育なしに、熟練した専門家の協力なしに、しかも孤立しfこ教育学上の
実験の土台の上で Yはなくて大衆運動の土台の上で、それにもか〉わらず仕事を始めるには、少しば
かりの大胆さが必要であった jと云われる様に、確かに、教育学的予備教育を経た指導員を獲得し得
(5) 
なか;ったと云う実際的な理由も認められるが、それ以上に、指導員の問題について、彼が次の様な確
信に立脚していたことも大きぽ理由として認めることが出来る。即ち、「真の教育技術 l久本から勉
強されるのではない。それは体得きれなくてはならない。即ち、子供達から、子供達と〉もに、活動
して獲得きれなくてはならない・・“・・我々のプロレタリアの子供達への愛、解放の社会主義の道に子供
達を導く燃えるような意志、また、自由のための教育は、自由そのものにおいてしか生じ得ないと云
う意識は、きっと我々に活動の正しい調子と正しい形式を見い出させしめるであろう Jとの確信であ
(6) 
， 
、
る。 ， 
か〉る確信のもとに、彼iま、 「少年団の創設と同時に、革命的プロレタリア教育の任務と方法の理
4 
論的確定、教育者の教育の理論的確定をめぐっての作業が、定期的な協議や会議において、そして、
プロレタリアの子供達の生活状態や内面生活の注意深い研究において始まった」と、そして、 I r教
(7) 
育者の教育 jは、プロレタリアの子供との生き生きした接触において、少年団での少年団の活動を通
じてのみ生じ得る Jと主張する。端的に云うならば、彼にあっては、 KK運動の諸活動の充実・発展、
(8) 
指導員(教育者)の教育、革命的プロレタリア教育の理論的確立が一体視されていたのである。その
際、彼は、従来の青年・児童心理学の成果を単純に応用するのではなく、また、教育学の遺産や同時
(9) 
代のブJレジョア的教育学へ機械的に立返るのではなく、「意識的に克服する Jと云う観点から、何よ
(10) (11) 
りも、資本制社会の日常生活のなかで労働少年と交わり、注意深く観察し、記録することを要求した。
(12) 
観察、記録、討議室、精選の繰返し、積重ねによって、必要な素材乃至資料を獲得できると考えていた。
とまれ、彼に依れば、まさしく、「教育家の新たえよ類型が、子供達と共に学ぶ教師の新たな類型が
" 
-・・・・・成長している Jのであった。
(13) 
彼のか〉る観点から云えば、従って、指導員が所謂田教師的な態度目で子供達に接し、指導するこ，
とは、最大の誤謬であった。彼は、「団指導員は、乙〉では、教師として、また子供達に指導権を持つ
ものとして Vはなくて、彼等が多くを知っており、多くの体験を持っており、、それ噌故氏、ぞれ等につ
いて若い者達に伝える義務があると云う乙とによってのみ若い者達と区別さ、れJる仲間、左手長の友人と
.. -22:_ 
??
• 
， . 
~ 
2‘ 
??? ??
?
??
事寸#;
;r-)l 
? ??
，?
? ? ? ?? ? ?
? ?』???? ??? ? ?
4・~.
;'?1 
》川
? ?
???
?
? ?
? ?
??
?
? ?
?
， ?
?
? ? ? 』??、 ?
??， ?
?? ，
ィー?? 、
t.'~ 
pt~ 
l顎
ゐ
・1ノ
?
?、
??， ， ，??
? ? ?
， ， ?
?? ?
? 、 ? 、? ?? ?
?
?
?
?
??
?
? ? ?
?
? ?
，、 ? ?? ? ，?， 、
へs
???
?、
?，?? ?
? ?
， ? ， ?
? ?
?
? ? 、
? ?
???? 、 、
、 ， 、
• 
???、
?
、
》 ，
?、 、 ，
??
，
為
国?
? ? ?
、、
h主
~: 一・・・‘・・v一一-. -E吉.・ρ.・，.，一、1・・
tl・Ii・. 一.、. 一・-lI'・・.，_ ~一・玉・-~ ・・一-fJI・・一-一.‘" ・・.，・-・.，" fI・・-
4・・，_. 一~! 
一-・・・
11
有ー 一t
》一，I~ 官-・
4・一一
園
~ 
E炉
~ 
• 
~ 
z 
、
• 
a‘-B 
、
富
?
• 
?、?
，
?
?
， ，
?
???
??、
??
して現われるので勺)Jと注意を促している。要するに彼は、指導員iζ、子供達を強制力で権威主
義的に指導するのではなく、同志的に、その実践・行動力、人格性、情熱、等々によって指導するこ
とを期待し!のである。そして、 ζの「あらゆる外的強制手段なし問動する共産主義的教育者 Jの
任務は、一言iとして尽くせば「あらゆる ζ とに際して、指導者が自らの子供達のまつれな;2・hζ
活動し、共に協議し、共iζ実行する ζ とによって、子供達の活動向山いよう嚇し、指導し、
支援し、事情によっては、また、軽減してやる ζとJであったn
(16) v 
E 共産主義少年運動の学校闘争
「革命以前の共産主義少年団の主要な闘争領域は、学校における闘争である jと、学校闘争は、次
項の経済闘争と共同K運動の主要闘争とされていた。それは、子供達kjl?て、換して疎遠なもの
ではなかった。瓶、子供の闘争は、一般に「将句、児童抑圧、児童虐待と同じだけ年をし
れ冶」のであり、それは、「資本主義無理解な父母、そして、反動的な教師J勾ム;ぷよ
かしている犯罪附する自然な反作用なので。あふJoまさしく自然な反作用として、「彼等i久 ζ 〉
(学校)で、苦から闘争を、その幼稚な非組織的で無意識なやり方で行なって来た Jのであるが、今
?、少年運動向いて、それを通じて、「彼等は、 ζ 、(学校)で、組織的でdZミ識的な闘争ー
なつ ζとを学ばなくてはならないだけなのである j。
(2l) 
少年運動のか、る学校闘争は、云うまでも往く、 KPDの教育政策上の諸要求と密接に結合しっ、
何よりも、「学校附ける闘争は一般に全く特定の出来事と関連山る Jと云われる僚け働心、
年の学校で、の日常生活上の特定の出来事と結合していむ例へば、答用jZK表される「自由な人間L
幣)」を踏みにじる教師の諸々の虐待的行為や様々に現われる労働少年附する差別的取扱附する
闘争、或いは、教材・学校給食の無償化を求める闘争、そして、諸教科における反動的イデオロギー
との対決、等々、誠に多様に展開された。
ヘルンレは、 ・諸教科における反動的イデオロギーとの対決'を、様々に展開される学校闘争のとr. 
かでも、 「比較的高い前提党Jを必要とするものと看倣した。つまり、その場合問、予め組織に
おいて学習し、対策を立て〉おく ζとを前提としたのである。そして、 ζの・対決'において、彼が
重視したのは、「我々の子供達が上から権威的に付与される釈明の自分の考えを対置するムう
ことに慣久そして、そうする ζ とはって、そもそも初めて討義と批判とをクラスの中間!起ζす
ζとに慣れるほう滋 Jであった。 ζの材、彼は、更に「小さい同志諸君が完全問分で獲得
した考えを、それととろか、マルクス主義的に異論の余地のない考えを教師のそれに毎度対置すると云
うζとが大切なのではなしそもそも逆の考えがクラスにおいて勢力を得、そもそも討論がたきつけ
られると云うととが大切なのである jと述べている。
(26) 
学佼僻の形式乃至方法として、彼は、学校新聞の編集、学校や学校近辺での生徒集会、学校内
-
• 
• 
-28-
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， 
父母集会での登壇、 等 を々挙げているが、まさしく、 「学校闘争のあらゆる形式と方法とを枚挙する
ことは不可能である 」。 だが、いかなる形式・方法によるにせよ、 「子供の諸カの無分別な過度の緊(2η 
張に注意きれなくではならなし、。我々の戦士は子供達なのであって、このことが忘れられではならな
いJと、また、「我々は、あらゆき.闘争を慎重に準備し、その成行を誠実に観察し、過当なやり方で
(28) 
関与しなくてはならないJと、彼は、注意を促がす。即ち、力関係が極めて劣悪な場合には、無理な
(29) 
闘争で劣勢な子供達を児童大衆から弧立化させ、彼等を更に傷つけではならないし、比較的良好な場
(3ω 
合でも、子供達の闘いはプロレタリア父母協議会、父母会、プロレタリア自治体フラクション、党
・青年組織、出版物、等々で支援されなくてはならないのである。
(31) 
彼は、児童大衆から排除される恐れのある労働少年のセクト的な振舞を、強く懸念した。それは、
少年運動の活動・闘争一般について云える ζ とであるが、学校闘争に際しては、特に問題である。こ
の点について、彼は、指導員に指導上の配慮・留意を要求すると共に、子供達に-も、「可能な限り九
帳面に振舞い、自己の課題を可能な限りうまく成就し、教師に干渉の口実を少しも与えないと云うこ
， 
と」を要求する。そうして、彼は、「我々の子供達が反動的な教師に対してクラスの利益を、反動的
(32) 
な学校当局に対して進歩的な教師の利益を、比較的強い学友に対して比較的弱い学友の利益を常に守
ると云うこともまた同嫌に重要である。そうする ζ とを通じて、我々の子供達は、児童大衆の信頼を
獲得し、自らのクラスの英雄となる」と、或いは、 「我々の若き共産主義者達が最高の生徒であるな
(33) 
らば、まさしく、その時、その闘争は、最も効果的であるだろうし、それぞれの衝突は、今日の学校の
反動的性格を、それだけ一層明瞭に明るみにおくであろう Jと主張している。
(34) 
さて、それでは、学校闘争において、「何が、まず第ーに重要なのか?J。ヘルンレは、答えて日
(35) 
くc I先ず第ーに、ブルジョア的教師の不動の教師権威をぐらつかせることが、習得学校(Lern -
sChule)の愚鈍化体制に対する闘争が、無頓着で畏縮させられている児童大衆の覚醒が、彼等のもと
での集中的でねばり強い宣伝が重要なのであり、我々の政治的諸機関が行なう外部からの闘争を、内
部からの我々の若き戦士の活動を通じて軽減すると云うことが重要なのである Jt，そして、か〉る
(36) 
学校闘争を、 「学校における闘争は、同時に、経営体や国家における後の闘争のための我々の若き戦
士の予備教育である」と位置付けている。。η
' . 
• ， 
E 共産主義少年運動の経済闘争
KK運動の経済闘争とは、労働者階級及び被抑圧勤労大衆の子供達の物質的状態の改善をめぐる闘
争のことであり、前述の学校闘争と共に、 KK運動の主要闘争を成していた。
労働者・勤労大衆の子供達の物質的改善をめぐるKK運動の乙の経済闘争は、その趣旨から云って、
先ず第ーに、児童労働・搾取に向けられねばならえよかった。きて、当時のドイツにおいておは、「我々
法、 、…-・子供達の工業労働を、非常にわずかしか持つもていない。児童搾取は、我々jのもとでは、経営t 、
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体においては、家内工業(場)、農園における子供達の季節労働、放果後や休暇における使い走りや
配達人としての子供達の生計労働におけるよりも、少ししか生じていない」。即ち、経営体における
(38) 
組織的で恒常的な児童労働・搾取は、極めて希な現象であったが、非組織的で非恒常的な児童労働・
搾取は、比較的一般的な現象であたったのである。それは、労働者・勤労大衆の相当部分が、その子
供達の共働き無しには、生活し得なかった乙とを物語っている。
か〉る状況を背景に、ヘルンレは、.r我々は、配達人や使い走りとして働いている子供達を統括し、
そして、事情によっては、党や労組の協力をもって賃金要求を彼等のために提出する ζ とを試みなく
てはならない。プロレタリアートの多数が飢餓に瀕している状況下では、児童搾取に対する単なる説
教は、全く何の役にも立たない」と主張する。そして、彼は、そのために、 KK運動に対して、「…
(39) 
・・・児童搾取に対する闘争においては、我々の少年団は、 a )自らの地域での現存する児童労働の広が
りや種類を確認し、出版物にし、党や青年組織にしらせ、労働組合に申し立てる乙とによって、 b) 
生業に従事している子供達自身を結集し、組織し、啓蒙し、そして、より楽な労働条件、より良い報
酬、丁寧な扱い、そして満足な食事を求めての闘争へと導く乙とによって、積極的に協力しぽくては
えよらない。特に子供達の虐待のあらゆる形式を追跡し、そして、それを蛸刻することは、我々の少
年団の任務である」と提言・要請している。
(4{)) 
きて、児童労働の労働条件の改善は、しかし、飽くまでも改良であり、それは、児童労働・搾取の
現:1 廃絶に通じるわけではない。それ故、 KK運動の経済闘争は、更にそれ以上の任務を遂行する必要
があった。即ち、先ず、子供を労働に従事させている父母への啓豪活動であり、そして、成人・青年
労働者の賃金闘争等の経済闘争への連帯・支緩である。，、-
" ，
， 
! ， 
• w 
， 、
軍.
" ， ， ? ， ?
，?
，量
‘ 
J 
R‘' 
多
• 
前者の啓豪活動について、彼は、「少年団は、成長途上の身体に対する児童搾取の危険性を写真で
手もとに示す乙とによって、生業に従事している子供達の父母のもとでの自主的な宣伝さえも非常に
うまく行なう乙とができる。適当な演劇作品によってもまた、子供達の収入を得る労働iζ反対する扇
動が行われなくてはならないJと云う。だが、 ζの啓豪活動は、それ自体としては、「単なる説教J
(41) 
であって、意味がない。それは、児童労働の労働条件の改良闘争と結びつけられなくてはならないだ
けではなくて、児童労働・搾取の基盤が労働者階級の全体的な経済的低位性にあるのが故に、労働者
・勤労大衆の父母を、経済闘争に参加する嫌に、或いは、それを引き起こす様に働きかけるものでも
怠ければ位ら広い。彼は、乙の点について、「我々は、…・ー特別の宣伝活動を引き受け、子供達を我
々に引き寄せ、そして、子供達を通じて父母に、彼等が自らを組織し、その労働条件を自らと子供達
のために勝取るように、働きかけなくてはならないJと述べている。
(42) 
後者の点について云えば、 KK運動が連帯・支援する成人・青年労働者の経済闘争は、児童労働・
持取の基鍍である労働者階級の全盤的な経済的低位性への対決である。それへの連帯・支援e~ 闘争
-ー
への直銭的参加は素より、子供逮自身の集会やデモ、或いは、スト参加労働者の子供達のための様々
~ 
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， 
な催しの挙行は、等々の多様な形態で行なわれた。
ヘルンレは、 KK運動の経済闘争について、特に、成人・青年労働者の経済闘争への参加について、
それを、その直接的な意義・効果の点においてのみならず、間接的伝それ、即ち、その教育的意義・効
果の点においても高く評価して、 「散々の団にとっては、経済闘争への参加は、大きな教育的意義が
ある。そうする乙とによって初めて、労働者の経済闘争に関する我々の報告や物語る ζとが年少の子
供達、自らはまだ搾取過程に監禁されていない年少の子供達にとっても、具体的明瞭性を獲得するの
である」と述べている。ただし、彼の運動理論からすれば、 「少年団の闘争は、先ず第ーに、教育手
(43) 
段である」が故に、か〉る評価、主張もまた、当然であると云えよう。
(44) 
W 共産主義少年運動の教授 二 学習活動
， ζ こに教授=学習活動と云うのは、 KK運動・組織での子供達の世界観の発達に直接か〉わる活動
の乙とであり、予め断っておくたよらば、ヘルンレ自身は、乙の活動について、か〉る表現を用いる乙
となく論を展開している。か〉る概念を用いたのは、筆者の独断であろが、それl久子供達の世界観
の発達にか〉わる活動を、他の諸活動から区別して、鮮明にするためである。
きて、ヘルンレは、子供達の世界観の発達にか〉わる活動について、ひとつの確信から出発する。
即ち、 「社会主義を求めての闘争は、与えられたブルジョア的世界観や人倫性から自己を意識的に解
き放ち、そして、容赦ない徹底さで自己自身の階級的広思考を自力で発達させる人間を必要とする。
. 
それ故、我々はまた、革命的・社会主義的世界観を子供達に少しも教えではなら芯い」と云う確信で
(45) 
ある。つまり、彼は、子供達が革命的社会主義世界観を自力で獲得し発達させる乙とを、自力で学習
する乙とを求めたのである。そして、彼は、 「プロレタリア的世界観や倫理の案内書はまだひとつも
存在していない。我々はまたそれを全く必要としない。我々の教科書は、自然的旦社会的生活であるJ
(46) 
と、また、 「我々の団指導員は、極めてしばしば素材に重きをおく 0 ・・…・勿論、我々もまた印刷され
書かれた素材を必要とする。しかし、主要な素材lま、書物のうちにではなくて、雑多な生活現実、つ
まり、我々の子供達がそ ζから生まれ、また、我々がそれを受けとめ利用しさえすればよい生活現実
のうちにある Jとして、子供達の自力での学習の基盤を、子供達の日常的な生活現実においたのであ
(47) 
る。
• 
しかし、彼は、子供達のこの学習を目的意識的・計画的に指導すること、即ち、教授を全く否定
したわけではない。何となれば、「ブ、Jレジョア的大都会の街頭はそれ自体で反革命的に作用する。社
会生活の原動力は、 乙〉では、自に見える様にはなっていない。子供は表面だけを見ているにすぎな
い」からであり、また、「プロレタリアの生活〔貸アパート、街頭、搾取、空腹、学校の責苦〕がそ
(48) 
れ自体ですでに革命的に作用しているとは、然り、信じられたよい。それは革命的に作用する乙とが出
来るが、しかし、階級状態の解明としての、また、階級闘争への実践的導入としての意識的で計画的
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• 
しかし、子供達の自力での学習が第一義的であるが放
む教育がかみ合う場合だけである Jからである。
(49) 
ζの様に彼がその必要を認めた「教授」は、
. 
、
世界観の問題における特別な「教授Jは少しも存在しなし、。せいぜい、獲得f我々にとっては、Sと、
? 、 、?， ? ?? ?
「勿した経験を我々が系統的に整理し、相互に結合する教程と時間があるにすぎない」と、或いは、
(5ω 
それは、形而 k学的「道徳教育jとして YはたZ論、一定の教授は少年団においても不可欠であるが
??
、 ?
?
? ?
?
‘.、・、 ・h
く、労働運動の歴史や経験、人間の経済や社会の発展並びに地球やその生物の発展への唯物論的導入
出来合の手垢のついたスロ ーガンで子供達の頭を満す乙とは、
，として与えられる ζ とを許されているにすぎない」と云われる様に、限度・形態において制約されて
(51) 
「いた。か、る教授=学習における指導員の指導の秘訣は、「彼の小さな友人達の目や耳をプロレタリ
，ァ的観点からの生活の観察のために渋練してやる ζと、彼等が繰返しくりかえし質問するように彼等
.・ 、， 
• 
ー
??
?
? ?
の口を解きほぐしてやる ζ と、彼等が自分で充分な答を疲れなく繰返しくりかえし捜し求めるように
彼等を鼓舞する ζ とに在るJとされた。
(52) 
4 彼の教授=学習論から云えば、 当然、
:さま
， ??? ?
， ..…・大量使用によってすり減った出来合のスローガ乙の点を、彼は、否定されねばならなかった。てえを
ンを子供達に謎の解答として提供する ζ とを、我々は安心で、きないで敬遠するであろう。逆tζ、我々
'は、幾十年の闘争において獲得された深い意味を包含する革命的プロレタリアートの伝来のスローガ
そうして、思想の怠惰の横造品を、獲得された諸概念のそして、実例を付加し、ンを慎重に説明し、
e ，
.-司E
今全復合体のための程よい器に変えるであろう jと論じている。
(53) 
ー子供達の世界観の発達にか〉わるKK運動の教授=学習活動は、要するに、言葉を換えて云えば、
，
??
，?
? ?
2F' 
子供達に「レントゲンの目」を獲得きせ、子供達を弁証法的・唯物論的思考へと導入するものであっ去E
自然的原因と社会的原因の提示J
(56) 
ζの二重の原因を暴露し、
つまり、「大衆の真の苦悩の原因、Tこ。乙の導入に際して、彼は、. ‘ー
「革命的な戦士の教育のためには、常lζ至る処でLを不可欠のものとして、
そして、労働者が晒されている種々雑多ぽ苦しみや病気や災害に私有財産制度と資本主義がいかに罪
，，
??
?
? ?
? ? ?
?
、 ， ?
批評家、等々に育てる乙とを
があるのかを証明することが、最も重要である Jと述べている。
(5η 
か hる教授=学習活動は、しかし、子供達を単位る物知り、傍観者、...:.~ 
422b 
? ? ???
? ， ，
??
? ， ， ? ?
?， ?
? ? ? ?
， ，
?
ぞ断じて意味したのではない。少年運動の教授=学習活動は、それが、 ，. .…・共産主義少年団の活動や
，智争子智手??壱轡日?i子顎淳レτャ予場令、・・・・・・1毛摩芋義青年諸組織や事情iとよ?てi子手写字?解レ、
J7?、??Yア77、享宇事動への子供苧?季耳目と結合されている場合仔?みや零があるにすぎない」
(58) 
と云う意味において、そして、「革命的プロレタリアートの世界観は、積極的に行動する世界観であ
. 
り、一一世界的プロレタリアートの子供達は、積極的にならね尽ならず、観察したもの、論じた ζ と
2 を利用し尽くさぽくてはならない。事柄に妥協するのでは広くて、 それを変えるのである J、或いは
(59) 
‘ず厳命的役プロレタリアートの世界観は、決して単なる f観念Jではない。それは、同時に、生活形
??
，???，?
?，? ?
-・-! #
# r 
それブルジ g ア哲学者の機に世界を単iζ新たに解釈する乙とが問題なのでは広くて、態なのである。
J 
少〆
ま
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• 
を変える乙とが問題えよのであると云 う乙とをマルクスは我々に教えた。我々の子供達は、積極的にな
らねばほらず、物事について語ったり判断したりするだけではえよくて、取扱いながらそれに関与しなく
てはならないのである Jと云われる意味において、 (少年運動の教授=学習活動は)実践と不可分で
(6ω 
あり、行動を、しかも、集団的なf喝怜準備するものであった。そこで、彼は、「かくて、我々は、
原因の探求から階級対立に、また、人間の経済に到達する乙とによって、そして、それと共に、社会
的な行動を改めて我々の研究の最後K位置付ける乙とによって、我々が単に唯物論者であるだけでは
なくて同時に弁証法論者であると云うζと、また、不毛のマルクス主義ではなく生きている積極的な
マルクス主義を教えるのであると云う乙とを、我々は証明する」としている。
(61) 
少年運動の教授=学習活動の実践的性格は、以上の記述によって明確になったであろうが、今少し
く彼の見解を確認すれば、彼は、 1.. ..一明確な プロレタリア的世界観を得ょうとの我々の奮闘iま、い
つでもど ζでも、行動への呼ひ・かげで終っている。革命的に行動する乙となしには、少しの革命的な
思考も存在しなし、。プロレタリア ートの階級闘争へのプロレタリアの子供の積極的参加なしには、少
しのプロレタリア的世界像も、少しのブルジョア的・キリスト教的イデオロギーからの解放も存在し
ない0 ・・・ プロレタリアの子供の世界観の発達は、共産主義的に行動すること〉云う革命的実践の課
題であり、第二義的に、初めて、啓発と批判の課題なのである Jと強く主張している。まさしく、「学
(62) 
習と行動、知と闘争は、我々の子供達の観念において融合せねばならない」のであった。
(63) 
• 
V 共産主義少年運動の所謂リクレーション的諸活動
KK運動が行った、或いは、行うことが望ましいとされた諸活動は、その形態や機能から云えば、
大きく三つの代表的領減に分類する乙とが可能である。勿論、分類する ζ とは、後に図式化する様に、
分類されたそれYれが相互に補足し合い、相互に重なり合い、そして、相互に流動的に移行し合う ζ
とを、決して排除するものではなし、。とまれ、その第一は、学校闘争・経済闘争を主要なものとする
闘争の領域であり、第二は、実践と不可分にして集団的行動を準備し、子供達の世界観の発達にか〉
わる教授=学習活動の領域であり、そして、第三が、これから「所謂リクレーション的諸活動」とし
て、一括して考察する活動の領域であり、彼，~乙れを断じて軽んじはしえよかった。
乙 ~~ζ所謂リクレーション的諸活動と一括したのは、遊び、童話(の夕べ)、遠足、小旅行、演劇、
朗読、合唱、合奏、美術(絵画・工芸)・文芸作品の創作、作文、記録、国内 ・国際文通、中央機関
紙・誌への通信、壁新聞の編集 ・製作 ・交換 ・等々の実に多様な活動である。乙れ等のうちには、言
葉の持つ厳密な意味から云えば、リクレーション活動と云うにはや〉困難なものも幾っか含まれてい 4
る。実際、ヘルンレも、上記諸活動を一括するのではなく、個別に論じている。しかし、それにもか
hわらず、上記諸活動には、他の代表的活動領域とは一応区別されー領域壱成すだけの共通恥した特質
が程度の差こそあれ見い出される。即ち、それ等の諸活動が子供達t忍と咽てて楽し心もので、あると云ろ
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• 
に高揚された感覚を生み出すのである Jと、更に、「すばらしく演奏される音楽作品、演劇の成功裡
の上演、楽器演奏、表情ゆたかな朗読が前提とする練習は、同時に、意志の緊張のための子供達の教
育を意味する。その様lと営なまれる芸術教育が、同時に、集団的な労働教育の一分肢なのである 」と
(73) 
述べている。 即ち、彼は、将来のプ白レタ リア階級戦士として備えていなくてはならない力量 ・資質
を、少年運動の諸闘争や教授=学習活動を通じて更に鍛えられる力量・資質を、 乙の領域の諸活動が
そζにおいて子供達に目覚めさせ、それなりにはぐくむ乙とを確信していたのである。或いは、また、
彼は、国際文通について、それを通じて、 「乙 れまでは、空虚な言葉であったイ ンターナショナルは、
子供達にとって、感覚的にとら え得るようになり、また、鮮かに成るのである 」と、述べている様に、
(74) 
， 
逆の教育的作用をも認め、重視していた。
なお、彼は、 ζの種の諸活動lζ教育的意義を認めた Yけではない。彼は、同時に、演劇について、
「小さい子供や局外者逮のための子供達のか〉る上演は、外に向けては団の強力な引きょせる手段で
あり、内に向けては、す ぐれた教育手段である Jと、また、合唱について、「集団で歌う乙とは、団
(75) 
の外部の児童大衆に宣伝するように作用する Jと述べて、宣伝的意義をも認めていた。
(76) 
きて、所謂リクレーション的諸活動と一括される多様な活動の指導上の注意として、彼は、例えば、
遊びについて、「子供達の遊びの衝動を、プロレタリア階級感覚、革命的規律、団結強化を表す方向
に、そして、同時に、自己の創造的能力を発達させ、共通の目的に従うよう子供達を鼓舞する方向に
方向づける ζとが重要である」と、美術作品の制作について、 「きて、我々には、子供達がプロレタ
(7η 
リアの子供として、.若き共産主義者として、自分達の環境を見ているとおりに、それを描写するよう
に彼等を誘うことが重要なのである Jと、更に、演劇について、「子供達が自らの最も内奥の体験を
σ8) 
表現すると云うこと、自らの積み重ねられた緊張を、言葉、身振り、表情で放出すると云う乙とが重
要なのである」と述べている。即ち、教授=学習活動の場合にも共通するが、「共産主義的世界観や
(79) 
革命的性格を形成するには、プロレタリア
の子供にはあらゆる要素が準備できている
が、しかし、それ等は、無意識の深みから・
意識の明るみに高められねばならない」と
(80) 
の観点から、出しゃばる ζ となく指導する
ように、注意を促がしているのである。
か〉る所謂リクレーション的諸活動、諸
闘争、教授=学習活動の代表的領域に分類.
される多様な諸活動が、左図の様に、日常
生活経験を基盤に、有機的に結合して初め
て、共産主義少年運動が存分f'亡機離し縛る
闘争
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と、彼は考えたのである。
彊別 補足、共産主義少年運動における「労働 Jの問題
-t;1量 前項iζ挙げておいたKK運動の諸活動の模式図において、 三つの代表的活動領域のそれぞれに、労
51憲:
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働乃至労働の要素が含まれていると云うことは、少なからず、我々の興味をそ〉る事柄である。換言
すれば、資本主義社会において展開されたKK運動、しかも、「集団的自治、組織的能力、革命的な
慎重さと大胆さ、相互援助、マルクス主義の歴史観の学校としての少年団 jと云われる共産主義少年
(82) 
運動・組織において「労働Jがいかに評価され、位置付けられていたかを確認する乙とは、資本制社
・会に現在ある我々にとっては、大いなる関心事てeある。何となれば、云うまでもなく、マルクス主義
教育学にあっては、「教授Jと「生産労働Jとの結合が重要な位置を占めているからである。そして、
ζの大いなる関心を一層強めるものに、指導的人物であったヘルンレが、コミンテノレン執行委員とし
て、 1923年に約 1年ソ連邦に滞在した際、 当時その実現への第一歩を踏み出したばかりの教授と生
産労働の結合の問題、総合技術教育をめぐる論争に大きな関心をよせていたと云う乙とがある。
さ‘て、そ ζで、か〉る観点のもとに、彼の運動論乃至理論的・実践的諸提言を検討すれば、一面に
おいては、いさ〉かの失望を禁じ得芯い。何となれば彼は、教授と生産労働の結合の問題に大き伝限
定をもうけているからである。即ち、彼は、「今日のソヴdエトの多くの児童福祉施設における僚に、
権力奪取後には、我々は、生産労働を集団的な労働教育の基盤とするであろう。しかし、資本制諸国
の共産主義少年団は、少しもブルジョア学校の競走者や補足物ではなく、闘争の道具、闘争のための
教育の道具なのである。この事実から、我々にとっては手の労働は、さしあたり、第二義的に問題
になるに過ぎないと云う乙とが明らかにぽる。集団的な教育の基盤としての社会的に必要な労働を我
々はまだ行うことができないのであるJと明言しているのである。そして、彼は、「フレーベルの後
(83) 
継者やケルシェンシュタイナ一等々の意味での手工教育は、少しも真に集団主義的な教育ではない0
.それ故、我々は、それを与える ζ とを望みはしないJと主張し、或いは、 ト…・手の労働のための教
(84) 
育カえたとえそれが等回匂守手の労働のためであれ、それ自体で、すでに、子供の思考と行動に革命
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を起ζすようとE作用を及ぼしていると信じるζ とJを「幻想」として退ける。何となれば、 ζの種の
(85) 
手の労働の教育乃至手工教育の場合、「……それにおいては、労働は、社会的必要から分厳されて、
偶然に、きま、に、遊戯として現われる…...Jからである。
伽〉
それでiま、彼が少年運動においてその意畿を認める労働とはいかなるものなのか。この点について、
彼iま、「我々に残るものは、我々が我々の地方通信の供給のために、我々の宣伝や連帯行動(ロシア
人や赤軍の援助、ストライキ支援)の職務において、或いは、我々の闘争基金の強化のために一一却
ち、説々の新聞のために、我々の図・館の設立のために、資力のない向志や団の補助のために、演劇
要員や人形劇場ゃそう云ったものの調達のために貨幣を獲得するためにー「必要とする共同の手の労
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働である Jと答えている。そして、その意義を、 「乙の意味において、手の労働は、我々にとっては、
(f7) 
重要な教育要素であり、また、労働を共同で協議し、準備し、遂行する乙とは、強度の共同体感覚、
相互緩助、自由意志fζよる規律、分業や作業編成のために、すでに、教育しているのである」と、ま
(88) 
た、 1r集団主義 jのための我々の鞍育は、すばらしい道徳規範や「善人J~ζついての教化的な物語
のうちに在るのではなくて、我々が子供達を計画的に総括された組織的な労働(Ar bei t，活動 )のう
ち位置付けると云う乙と、そして、我々が彼等にあらゆる労働(Arbeit，活動)を共同で準備し、
実行する乙とを指導すると云う乙とのうちに在る Jと、或いは、「……集団主義それ自体はブルジ
(89 ) 
ョア的でもあり得る〔箪隊、スカウト主義〕のであって、集団労働は、それが了ロレ?リアの事争年
務、子供達がそれを意識しているプロレタリアの闘争任務に奉仕する場合にのみ、革命的に教育する
ように作用を及ぼすのである」としている。
(00 ) 
教授と生産労働の結合の問題について、 KK運動における労働の問題についてイ彼は、上述のよう
に、非常に限定的に、また厳密に評価し、位置付けている。しかし、乙の問題についての彼の主張・
見解は、それだけに留まるのではなし、。それは、一面でしかないのである。即ち、同時に、 彼は、
「プロレタリアートの他のあらゆる労働は、今日では被搾取労働であり、た Y階級闘争においてのへ
プロレタリアは、自ら選ぴ、自ら組織し、社会目的に導びかれた、要するに、自由な労働を行うので
ある。自らの階級の闘争への参加をプロレタリアの子供から奪い取ろうとするものは、プロレタリア
の子供を、彼の本能的な髄争の非組織的、無目的々、自己中心的えよ形態へと突きもどすだけではなく
て、自由な労働を、‘つまり、喜びとしての、要求としての、社会の建設の手段としての労働を今日は
やくも実行する可能性を、子供から刈り取りもするのである」と、また、 「プロレタリアートが闘争
(91) 
する階級から建設する階級にかわるのと同じ度合で、子供の生産労働が、即ち、社会的生産 ・管理へ
の子供の編入が我々の教育における闘争活動に取って代るのである」と、極めて巨視的に、かつ、極
(a) 
めて長期的な展望のもとに、教授と生産労働の結合及びKK運動における労働の問題を評価し、位置
付けている。乙の側面をも、同時に、確認しておかなくてはならないであろう。そして、 ζの両側面
を全体的に受止めた時、そこには、彼の一貫した理論展開を、一貫した共産主義少年運動論を見る ζ
とが出来る。
むすびにかえて
教育家エドヴィン・ヘルンレの共産主義少年運動論乃至ヴァイマル期ドイツ共産主義少年運動への
理論的・実践的諸提言を、 '第一部・少年運動の必然性及び組織編.並びに'第二部・小年運動の活.
動編・の2編において、問題別lと11 J兵自にわたって整理し、それ Yれの原則的なものを確認したわ
けであるが、云うまでもなく、全体的にも部分的にも、まだまだ不充分なものでゐる。それ隠は、DDR
において復刻されていないヘルンレの諸論文がまだ多く残存していると云うこともさる亡と訟がら、
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司 えEかんずく、今日の我国で入手し得た限りでの資料を、筆者の力量不足の放に、存分lζ生かしきれて
、‘旬. いないと云 う乙とが大いに関係している。
a・. 
確かに本稿は不充分なものではあるが、それにもか、わらず、彼の少年運動論を、一定程度は、明
確に出来たものと思われる。そして、彼の少年運動論を一定程度明確に出来たと云うことは、同時に、
当時のドイツ並びに国際的な共産主義少年運動の理論的 ・実践的原則を一定程度明確に出来たと云う
乙とでもある。伺となれば、彼が当時運動において占めていた位置や影響力から考えて、彼の少年運
動に関する理論的・実践的諸提言を、 ドイツ並びに国際的な共産主義少年運動の理論的・実践的な指
導原則乃至指針と看徹しでもさしっかえないからである。た Vし、現場において、それ等がどの程度
生かされていたかと云う点については、大いに疑問が残って来る。
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とまれ、彼の諸侵言を全体的に見れは、云うまでもなく、時代的制約を、両次大戦聞のドイツ並び
に国際的な客観情勢・共産主義運動の影響を濃厚に受けている。乙の歴史的・社会的条件の差異の故
に、彼の提言の全てを、また、無条件・無批判に受け入れる乙とは出来ない。しかし、それにもか〉
わらず、彼の諸提言には、啓発的えよもの、考慮に値し、検討に耐えるものが在ると思われる。何とえよ
れば、今日の我国においては、労働者・勤労大衆の子供達を、その社会的立場に立って、その利害に
即して組織し、その充全な成長・発達を保証する僚な、運動沙、即ち、労働者・勤労大衆の教育運動の
一環・一形態としての学校教育の改革と結合した学校(教育〉外での労働者・勤労大衆の子供達の組
織教育活動が、一部の先駆的実践を除けば、立後れているからである。子供達が置かれている今日の
状況を見れば、その社会的立場に立った、その利害に即した成長・発達が保証されているわけでは芯
く、それ故に、今日の我国の子供達、なかんずし労働者・勤労大衆の子供達lζ、ヘルンレが代弁し
ていた僚な意味の少年運動が必d要なのではないかと思われるのである。乙の燥に考えれば、彼の提言
も今日的意義を持ち、現代において、批判的旦発展的に継承する必要性を認めることが出来る。
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